

























































































学　科 受験者数 平均点（L） 平均点（R） 総合平均点
経営情報実務 64名 52．2点 48．8点 王O亙．1点
現代文化 26名 51．7点 49．8点 101．6点
全　　体 90名 52．1点 49．1点 10！．2点
第1回TOEICBridgeテスト結果（平成14年7月に実施）
学　科 受験者数 平均点（L） 平均点（R） 総合平均点
経営情報実務 58名 55．O点 53．4点 108．5点
現代文化 18名 69．5点 55．2点 u4．7点
全　体 76名 56．1点 53．8点 11010点
第2回TOE互CBridgeテスト結果（平成15年1月に実施）
　第1回目と第2回目を比較してみると，すべてのセクションで成績が上がっ
ていることが分かる。学科別に見ると，経営情報実務学科においては7．4点，
現代文化学科においては13．1点，総合平均点が上昇している。アップ率にし
てみると，経営情報実務学科で7％，現代文化学科で13％となった。特に現代
文化学科の学生の成績上昇が著しかった。クラスに応じてそれぞれの英語担当
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教員が必要な文法・語法を基礎から教え込み，リスニングテープを聞かせ，マ
ルチメディア教材を活用した授業を熱心に行った結果であり，今回のこの成績
についてはかなり満足してよいのではないかと思う。
5．B1，Cクラスの結果及び学生の声
　ここでは今年度筆者が実際に担当した経営情報実務学科のB1クラスとCク
ラスの学生の中から特に成績の上昇が著しかった者のスコアと個別のインタビ
ューを通して得られた学生の生の声を紹介したいと思う。
　まず，Cクラスから見ていくことにする。Aさんは，入学時に行われた英語
力調査では26点と最低レベルであったが，TOEIC　Bridge第1回目が76点，
第2回目が100点であり，24点上昇した。1年生全体で3位の32％のアップ率
であり，短大の1年間の勉強でBクラスの上位層とほぼ肩を並べてしまった。
彼女は！時隈目の授業にもかかわらず年間を通して無遅刻無欠席であった。授
業に対しても非常に熱心に取り組んでいた。ちなみにアップ率1位と2位は現
代文化学科の学生で，それぞれ38％，37％であった。
　同様に，Bさんも英語力調査では30点と基礎力が不足していたが，第1回目
で82点，第2回目で108点と着実に力をつけた。同じく32％のアップ率であっ
た。彼女は女子ソフトボール部の練習と短大の授業とを見事に両立させている。
　また，Cさんは英語力調査では26点と下から2番目の成績で，授業を担当し
てみて他の学生以上に基礎学力に不安を感じていたが，第！回目82点，第2回
目108点と何とかここまで引き上げることができた。1年間，真面目に努力し
た結果だと思う。22％のアップ率であった。
　次に，B1クラスを見てみる。Dさんは英語力調査では68点と当初よりかな
り基礎カがあった。第1回目が106点，第2回目が120点であり，順調に成績を
伸ばした。彼女はCD－ROMを便った学習は，聞き取れなかった英文を瞬時に
繰り返し何度でも聴けるのでとても耳の訓練になったということを言っていた。
自宅のパソコンに授業中に使用できなかった様々なマルチメディア教材をイン
ストールして今でも学習を継続しているようである。
　坂戸出身のEさんは，英語力調査72点，第1回目88点，第2回目110点，
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　　　25％のアップ率であった。もう少し伸びるだろうと思っていたが，家ではあま
　　　り勉強していなかったようである。
、　　　Fさんは英語力調査72点，第五回目92点，第2回目102点と大きな伸びは
　　　見られなかったが，Oxford　I耐eractive　Word　Magicの絵やイラストを使っ
　　　て英語を覚えるやり方が効果的だったと言っていた。
　　　　Gさんは英語力調査66点，第1回目96点。第2回目112点，アップ率ユ7％で
　　　あり，安定した成績を残した。授業でリスニング対策用に何度もテープを聞い
　　　たことで英語の速さに慣れることができたと言っていた。
　　　　Hさんも英語力調査72点，第1回目王OO点，第2回目u6点，アップ率16％と
　　　安定した成績を残した。彼女もOxford　I耐eractive　Word　Magicを気に入っ
　　　ていたようである。一短大の英語の授業で覚えた何気ないフレーズが口をついて
　　　出てくるようになったのが嬉しいと言って喜んでいた。
　　　　　Iさんは入学当初より英語に非常に興味を持っていて，夏休み中にUCRの
　　　サマーセミナーに参加して貴重な体験をした。英語カ調査では70点と初めから
　　　かなり基礎力があった。第1回目が98点ラ第2回目が！20点であり，順調に成
　　　績を伸ばした。毎時間テープを聞いたこととCD－ROMで楽しく勉強できたこ
　　　　とがよかったと言っていた。
　　　　　Jさんも英語カ調査64点ラ第1回目！00点，第2固目112点，アップ率王2％で
　　　あり，安定した成績を残した。プラクティカル。イングリッシュとカレント。
　　　イングリッシュでそれぞれリスニングの勉強と文法。語法の勉強ができてよか
　　　ったようである。
　　　　ほとんどの学生が成績を上げており，英語の授業に対しては好意的な評価が
　　　多かった。マルチメディア教材を活用した授業については，大多数の学生が楽
　　　　しく勉強できて有益であったと回答していた。
6．おわりに
TOE工C　Bridgeテストを2度共受験した本学短大1年生76名の内62名のス
コアが上がっていた。現代文化学科においては，スコアが下がった学生はひと
りもいなかった。このことは大きな喜びであろう。たとえどんなに基礎力のな
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い学生でも毎時間テープを聞かせ、丁寧に解説をすればリスニングカは伸びる
し，文法・語法を教え込み，それぞれのクラスのレベルに合った説明のしかた
をすればリーディングの点も上がる。今回のこの結果は今後教える側の励みに
もなると思う。
　今年度は，能カ別クラス編成で授業を行い，TOEIC　Bridgeテストのスコ
アを基にして後期にクラス替えを行ったことが学生にとって良い刺激になった
と思う。またマルチメディア教材を活用した授業を試験的に導入したが，学生
の反響はかなり大きく、ほとんどの学生が興味を持って熱心に取り組み，力を
っけていた。使い方によっては、一英語に対して拒絶反応を示していた学生をも
引き付ける可能性があるので，これは来年度の大きな検討課題としたい。
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